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わ
が
国
の
サ
ラ
金
（
消
費
者
金
融
）

利
用
者
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お

り
、
現
在
１
９
０
０
万
人
を
突
破
し

て
い
る
。
サ
ラ
金
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
が
大
量
に
流
さ
れ
、
主
要
駅

を
中
心
に
サ
ラ
金
の
看
板
や
店
舗
、

無
人
契
約
機
が
街
中
に
溢
れ
て
い
る

こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ

う
し
た
現
象
は
、
若
者
達
に
間
違
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
ら
は
サ
ラ
金

と
は
ヤ
ミ
金
融
業
者
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
大
手
の
〝
武
富
士
〞〝
ア
コ
ム
〞

〝
プ
ロ
ミ
ス
〞〝
ア
イ
フ
ル
〞
等
は
サ
ラ

金
で
は
無
い
と
の
意
識
で
あ
る
。
Ｔ

Ｖ
Ｃ
Ｍ
の
影
響
も
そ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
は
極

め
て
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数

は
２
億
６
３
６
２
万
枚
（
２
０
０
４

年
３
月
末
現
在
）
と
わ
が
国
人
口
の

２
倍
に
達
す
る
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
多
重
債
務
者
も
急
増
し

て
お
り
、
少
な
く
見
積
っ
て
も
１
５

０
万
人
〜
２
０
０
万
人
の
多
重
債
務

者
が
存
在
す
る
と
推
計
さ
れ
る
。
大

半
の
多
重
債
務
者
は
、
借
金
返
済
の

た
め
に
借
金
を
す
る
と
い
う
自
転
車

操
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が

実
態
で
あ
る
。

現
在
わ
が
国
で
は
、
公
定
歩
合
が

年
０
・
１
％
、
銀
行
の
貸
出
約
定
平

均
金
利
は
２
％
以
下
、
銀
行
の
普
通

預
金
金
利
が
年
０
・
０
０
１
％
と
超

低
金
利
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

サ
ラ
金
・
商
工
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の
金
利

は
、
年
25
〜
29
・
２
％
の
超
高
金
利

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な
高
金
利

は
、
利
用
者
の
支
払
い
能
力
を
無
視

し
た
過
剰
融
資
や
返
済
困
難
に
陥
っ

た
多
重
債
務
者
に
対
す
る
過
酷
な
督

促
、
取
立
て
の
根
源
的
要
因
に
も
な

二
〇
〇
六
年
が
明
け
ま
し
た
。
年
の
始
め
は
誰
も
が
家
族
の
幸
せ
と
社
会
の
平
安
を
願
い
ま
す
が
現
実
は
仲
々

思
う
様
に
は
行
か
ず
、
今
年
も
勤
労
者
の
暮
ら
し
は
容
易
で
な
い
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま
す
。
。

県
労
福
協
の
「
福
祉
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」（
愛
称
＝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
）
も
一
年
を
経
過
し
、
延
べ
相
談
数
は
２

７
０
件
を
超
え
ま
し
た
が
、
そ
の
相
談
内
容
は
世
相
を
ク
ッ
キ
リ
と
映
し
出
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
多
重
債
務
に
関
係
す
る
相
談
事
例
が
毎
回
上
位
に
あ
り
ま
す
。
折
し
も
昨
年
11
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
県
消
団
連
（
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
）
の
「
消
費
者
大
会
」
で
「
多
重
債
務
な
ど
消
費
者
問
題
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
」
弁
護
士
宇
都
宮
健
児
氏
の
特
別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
行
動
し
、
闘
う
弁
護
士
」
の
講
演
は

迫
力
に
溢
れ
、
参
加
者
に
改
め
て
問
題
意
識
を
提
起
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
春
号
と
し
て
は
異
例
で
す
が
宇
都
宮

弁
護
士
の
講
演
要
旨
を
ト
ッ
プ
記
事
と
し
ま
し
た
。
尚
、
県
労
福
協
は
県
消
団
連
と
共
に
「
出
資
法
の
上
限
金
利

の
引
き
下
げ
等
を
求
め
る
請
願
書
」
の
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
重
債
務
問
題
の
現
状

年年
利
29
・
2
％
は
高
い
か
低
い

％
は
高
い
か
低
い
か
!!!!

年
利
29
・
2
％
は
高
い
か
低
い

％
は
高
い
か
低
い
か
!!!!

年
利
29
・
2
％
は
高
い
か
低
い

％
は
高
い
か
低
い
か
!!!!

年
利
29
・
2
％
は
高
い
か
低
い
か
!!

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
高
金
利
が
多
重
債
務
の
根
源
！

－講演中の宇都宮弁護士－

多
重
債
務
に
陥
る
根
本
原
因
は

高
金
利
、
過
剰
貸
付
、

過
酷
な
取
立



ながの労福協 （2）2006年1月1日第233号

っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

２
０
０
４
年
の
自
己
破
産
申
立
件
数
は
21

万
件
に
達
し
、
２
０
０
４
年
の
経
済
、
生
活

苦
に
よ
る
自
殺
者
数
は
７
、
９
４
７
人
（
１

日
当
り
21
・
77
人
）
に
も
上
っ
て
い
る
。
又
、

自
殺
に
至
ら
な
い
ま
で
も
家
出
、
夜
逃
げ
、

犯
罪
な
ど
も
跡
を
絶
た
ず
、
ホ
ー
ム
レ
ス
と

な
る
多
重
債
務
者
も
多
数
存
在
す
る
。

貸
付
金
利
の
上
限
は
、「
利
息
制
限
法
」

と
「
出
資
法
」
の
２
つ
の
法
律
で
規
制
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
「
出
資
法
」
に
定
め
る
上
限

金
利
（
例
外
を
除
き
29
・
２
％
）
を
超
え
て

貸
付
を
行
う
と
厳
し
い
刑
事
罰
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
利

息
制
限
法
」
の
制
限
金
利
（
15
％
〜
20
％
）

を
超
え
て
も
、
罰
則
は
無
く
、
こ
の
金
利
の

範
囲
が
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ

金
業
者
の
多
く
は
刑
罰
の
科
さ
れ
な
い
上
限

金
利
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
営
業
し
て
い
る

事
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

も
し
あ
る
人
が
、
サ
ラ
金
数
社
か
ら
年
利

29
・
２
％
で
２
０
０
万
円
借
り
る
と
、
毎
月

の
金
利
は
４
万
８
６
６
６
円
に
な
る
。
こ
の

人
が
失
業
し
た
り
病
気
に
な
っ
た
た
め
毎
月

の
金
利
の
支
払
が
出
来
な
く
な
り
、
毎
月
の

金
利
分
を
年
利
29
・
２
％
の
サ
ラ
金
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
で
支
払
う

こ
と
を
繰
り
返
し
た
場
合
、
債
務
額
は
３
年

で
４
７
５
万
円
、
６
年
で
は
１
１
２
９
万
円

に
膨
れ
上
が
っ
て
し
ま
う
事
に
な
る
。

出
資
法
の
上
限
金
利
の

引
き
下
げ
を
！

100％

グレー
ゾーン

0％

←109.5％/年（日歩30銭）…改正前出資法の上限金利
　　　　　  3年以下の懲役又は30万円以下の罰金
　　　　　 （併科あり）
←73％/年（日歩20銭）
　1983年11月1日～1986年10月31日
←54.75％/年（日歩15銭）
　1986年11月1日～1991年10月31日
←40.004％/年（日歩10.96銭）
　1991年11月1日～2000年5月31日

←29.2％/年（日歩8銭）
　2000年6月1日～

←20％/年（元本10万円未満） 利息制限法の制限金利
（刑事罰はないが違反す
ると民事的に無効）

←18％/年（元本10～100万円未満）
←15％/年（元本100万円以上）

出資法改正法の
上限金利

2003年9月1日より
違反すると5年以下の
懲役又は1,000万円
以下の罰金（併科あり）

貸金業者（サラ金など）の金利規制・早わかり
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自殺者（右目盛）

自殺者総数と経済生活苦による自殺者の推移

「まわし」（自転車操業）現象に見る負荷額シュミレーション

企業別カードローン・カードキャッシングの上限金利（2005年7月末現在）
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200万円の場合

　無担保融資の上限金利（最も高い金利）を企業別に示した。これより低金利の商品もある。あくまでも各社の営業金利の上限であり、下記の
利率を中心に営業しているわけではない。
　なお、業態により、「キャッシング」や「カードローン」の意味が異なる。

100万円の場合

※100万円または200万円の借金の利息を毎
　月カードでキャッシングしたり、サラ金か
　ら借り入れて支払うことを繰り返した場合
　（年利29.2％）

●銀行系カード会社 ●流通系カード会社 ●消費者金融会社●信販会社

2,669,033

1,334,5151,334,5151,334,515 1,780,811 2,376,360 3,170,867
4,231,573

5,646,722
7,535,132

10,054,411

3,561,628
4,752,729

6,341746
8,463,160

11,293,460

15,070,286

20,108,851

Ｊ Ｃ Ｂ

三井住友カード

Ｕ Ｃ

Ｄ Ｃ

ＵＦＪカード

ダイナース

アメックス

27.8

27.8

27.8

27.8

27.8

27.8

29.2

18.0

18.0

18.0

18.0

18.0

13.8

17.8

クレジットカードを利用
カードローン
（リボルビング返済方式）

キャッシング
（翌月1回払い方式）

（単位：％）

クレディセゾン

ＯＭＣカード

イオンクレジット

ポケットカード

25.0

28.8

25.6

27.8

25.0

28.8

25.6

27.8

クレジットカードを利用
キャッシング
（リボルビング返済方式）

キャッシング
（翌月1回払い方式）

（単位：％）

武 富 士
ア コ ム
プ ロ ミ ス
ア イ フ ル
ＧＥコンシューマーファイナンス
三 洋 信 販
シ ン キ
ク レ デ ィア
ア ー ス

27.375
27.375
25.55
28.835
29.2
29.0

28.835
28.5
29.2

ローン専用カードを利用
キャッシング、カードローン
（リボルビング返済方式）

（単位：％）

日本信販

オ リ コ

ジャックス

セントラル

アプラス

ラ イ フ

26.28

27.6

18.0

27.0

29.16

29.2

26.28

27.6

18.0

28.8

29.16

28.8

クレジットカードを利用 ローン専用カードを利用
キャッシング
（リボルビング返済方式）

27.6

25.0

18.0

25.8

29.16

29.2

カードローン
（リボルビング返済方式）

キャッシング
（翌月1回払い方式）

（単位：％）

2005-9　月刊　消費者信用
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多
重
債
務
者
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た

り
、
更
に
借
金
を
重
ね
る
の
は
サ
ラ
金
、
ヤ

ミ
金
業
者
の
暴
力
的
、
脅
迫
的
取
立
に
耐
え

き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
大
部
分
と
い
え
る
。

（
※
宇
都
宮
弁
護
士
は
、
サ
ラ
金
、
ヤ
ミ
金
業

者
が
電
話
で
取
立
て
る
様
子
を
テ
ー
プ
で
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
は

普
通
の
人
間
で
は
耐
え
ら
れ
な
い
内
容
で
し

た
）
そ
こ
で
多
重
債
務
者
は
ま
ず
弁
護
士
又

は
司
法
書
士
に
相
談
し
て
欲
し
い
。
法
律
の

専
門
家
が
介
入
し
業
者
側
に
代
理
人
に
な
っ

た
旨
伝
え
る
と
直
接
の
取
立
は
な
く
な
る
。

そ
の
上
で
任
意
整
理
、
調
停
、
個
人
再
生
、

自
己
破
産
な
ど
法
的
な
善
後
策
に
つ
い
て
弁

護
士
、
司
法
書
士
は
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
。

ケ
ー
ス
に
も
よ
る
が
、
任
意
整
理
を
選
択

し
た
場
合
、
払
わ
な
く
て
も
よ
い
利
息
が
あ

る
事
も
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
。
利
息
制

限
法
に
基
づ
く
残
債
務
の
確
定
を
行
い
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金
業
者
と
の
和
解
交
渉
に

よ
っ
て
過
払
金
請
求
が
可
能
と
な
る
ケ
ー
ス

も
多
い
。

こ
こ
に
一
つ
の
事
例
が
あ
る
。
都
内
に
在

住
す
る
Ａ
子
さ
ん
（
73
歳
・
女
性
）
は
、
ビ

ル
の
清
掃
の
仕
事
で
月
収
は
手
取
り
９
万
〜

10
万
。
家
賃
１
カ
月
５
万
円
を
払
い
生
活
し

て
い
る
。
彼
女
の
元
へ
ア
イ
フ
ル
を
初
め
と

す
る
６
社
の
消
費
者
金
融
か
ら
合
計
２
３
６

万
円
余
の
請
求
書
が
届
い
た
。
そ
こ
で
弁
護

士
に
相
談
し
、
借
入
れ
以
降
の
返
済
額
と
金

利
を
調
査
し
た
結
果
、
１
社
を
除
い
て
過
払

い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
各
社
と
和

解
交
渉
を
行
い
３
８
７
万
余
を
取
り
戻
す
こ

と
が
出
来
た
。
こ
こ
で
一
寸
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
そ
れ
は
２
３
６
万
３
２
１
５
円

の
過
払
い
を
認
め
た
「
武
富
士
」
か
ら
、
端

数
３
、
２
１
５
円
を
負
け
て
貰
え
な
い
か
と

の
申
出
が
あ
っ
た
こ
と
。
し
か
し
西
の
ア
イ

フ
ル
、
東
の
武
富
士
と
称
さ
れ
る
業
者
だ
け

に
、
１
円
単
位
ま
で
振
込
ま
せ
た
。（
場
内

は
爆
笑
）（
詳
細
は
左
表
参
照
）

年
利
29
・
２
％
が
い
か
に
高
利
か
を
訴
え

て
き
た
が
、
実
は
出
資
法
の
附
則
で
は
年
利

54
・
７
％
と
い
う
更
に
と
ん
で
も
な
い
特
例

金
利
の
認
め
ら
れ
て
い
る
貸
借
業
が
あ
る
。

「
日
掛
け
金
融
」
と
「
電
話
担
保
金
融
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
日
掛
金
融
は
商
店
の

経
営
者
な
ど
が
短
期
、
小
口
で
借
入
れ
て
い

る
。
ほ
と
ん
ど
の
日
掛
業
者
は
、
特
例
金
利

の
認
め
る
範
囲
を
守
ら
ず
脱
法
行
為
が
横
行

し
て
い
る
。
電
話
担
保
金
融
は
電
話
加
入
権

自
体
が
価
値
を
失
っ
て
お
り
、
特
例
を
認
め

る
必
要
は
全
く
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
特
例
金
利
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
出
資
法
の
附
則
廃
止
も
ま
た
課
題

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
銀
行
が
消
費

者
金
融
を
担
っ
て
お
り
、
金
利
も
法
律
や
判

例
で
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
判
例
で
市
場
平
均
金
利
の

２
倍
を
超
え
る
金
利
は
暴
利
で
あ
り
無
効
と

す
る
判
例
が
多
数
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

我
が
国
の
よ
う
な
金
利
規
制
法
が
な
い
に
も

拘
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
金
融
機
関
が
判
例
を

遵
守
し
て
い
る
の
で
、
消
費
者
金
融
の
金
利

水
準
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
消
費
者
法
典

で
定
め
ら
れ
て
い
る
金
利
規
制
法
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
３
カ
月
に
１
度
ず
つ
消
費

者
、
不
動
産
、
事
業
者
金
融
な
ど
の
市
場
平

均
金
利
を
調
査
し
て
、
こ
の
市
場
平
均
金
利

の
３
分
の
４
倍
を
超
え
る
と
暴
利
貸
借
利
率

と
な
り
、
違
反
す
る
と
刑
罰
が
科
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
消
費
者
金
融
の
金
利
は
年

10
％
前
後
に
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
１
９
８
０
年
頃
よ
り
規
制
緩

和
政
策
が
と
ら
れ
る
中
で
、
金
利
規
制
の
撤

廃
、
自
由
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
富
裕
層
は
金
利
規
制
の
自
由
化
に
よ

り
消
費
者
金
融
の
金
利
低
下
と
い
う
恩
恵
を

受
け
た
が
、
金
利
を
選
択
す
る
余
裕
の
な
い

低
所
得
層
は
、
金
利
の
低
下
と
い
う
恩
恵
を

受
け
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
高
金
利
の
餌
食
と
な

り
、
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

労
働
者
の
13
％
は
銀
行
口
座
を
持
て
ず
、

賃
金
は
小
切
手
で
支
払
わ
れ
そ
の
小
切
手
を

担
保
と
し
て
、
年
数
百
％
の
高
利
貸
付
（
ペ

イ
デ
ィ
ロ
ー
ン
）
が
行
な
わ
れ
る
等
、
高
利

金
融
業
者
に
よ
る
被
害
が
激
増
し
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

韓
国
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
管
理

体
制
下
に
お
け
る
経
済
危
機
か
ら
脱
却
す
る

た
め
の
施
策
と
し
て
、
免
税
の
特
典
を
つ
け

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
促
進
政
策
と
共

に
、
１
９
９
８
年
１
月
に
は
金
利
規
制
が
撤

廃
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
年
利
数
百
％
も
の
高
金
利
業

者
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
信
用
不
良
者

（
多
重
債
務
者
）
を
大
量
に
生
み
出
し
自
殺
、

犯
罪
等
の
多
発
に
よ
っ
て
社
会
的
不
安
を
増

大
さ
せ
た
。

こ
の
た
め
、
韓
国
で
は
２
０
０
２
年
10
月

多
重
債
務
者
の
救
済
方
法

解
決
で
き
な
い
借
金
問
題
は
な
い

諸
外
国
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

A子さん（73歳女性・都内江戸川区在住）の債務整理状況
ビル清掃の仕事／月収（手取）9～10万円／家賃　1カ月　5万円

業者名 請求額初回借入 調査 回数

①

②

③

④

⑤

⑥

○

○

×

×

○

×

￥350,550

￥336,140

￥469,766

￥444,646

￥273,442

￥493,731

￥2,368,275

残債務

￥-97,844

￥-282,332

￥-2,363,215

￥-402,125

￥192,982

￥-1,193,667

和解金金額

￥-97,844

￥-254,000

￥-2,363,215

￥-350,000

￥-1,000,000

返済月額

過払い

過払い

過払い

過払い

過払い

備考

H8（1996）.5.24

H8（1996）.12.9

S59（1984）.10.29

H10（1998）.8.29

H11（1999）.5.31

H7（1995）.5.18

初回額

推計

推計

推計

H8.5.24

H8.12.9

S45-

H8.4

H12.3.1

H4.8.1

ア イ フ ル

プ ラ ッ ト

武 富 士

丸 鉄

エ イ ワ

ディック（マルフク）

合 計
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に
急
遽
金
利
規
制
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
復
活
さ
せ
た
金
利
規
制
の
上

限
金
利
が
年
66
％
と
依
然
と
し
て
高
利
で
あ

る
た
め
、
日
本
の
サ
ラ
金
業
者
も
韓
国
に
進

出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
臓
器
を
売
っ
て
返
済
に

回
し
た
り
売
春
婦
の
80
％
〜
90
％
は
重
責
務

者
と
の
報
告
も
あ
り
、
韓
国
で
は
引
き
続
き

社
会
的
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。

日
本
の
隣
国
韓
国
の
経
験
は
、
金
利
規
制

を
撤
廃
・
自
由
化
し
た
ら
ど
う
な
る
か
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
。
私
達
が
訴
え
て
い
る

金
利
規
制
は
高
金
利
金
融
業
者
（
高
利
貸
し
）

か
ら
社
会
的
、
経
済
的
弱
者
を
守
る
た
め
に

ど
う
し
て
も
必
要
な
社
会
政
策
で
あ
る
。

わ
が
国
で
も
２
０
０
７
年
１
月
ま
で
に
金

利
規
制
の
見
直
し
の
動
き
が
あ
り
、
貸
金
業

制
度
の
あ
り
方
と
出
資
法
の
上
限
金
利
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
今
年
の
通
常
国
会
か
秋
の
臨
時

国
会
に
「
貸
金
業
規
制
法
改
正
法
案
」
と

「
出
資
法
改
正
法
案
」
が
国
会
に
上
程
さ
れ

る
情
勢
に
あ
る
。

既
に
関
係
す
る
金
融
庁
で
は
「
貸
金
業
制

度
等
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
、
自
民
党
サ
イ

ド
は
「
金
融
サ
ー
ビ
ス
制
度
を
検
討
す
る
会
」

等
で
、
金
利
規
制
の
見
直
し
の
議
論
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
貸
金
業
界
の
動
き
と
し
て
は
「
全

国
貸
金
業
政
治
連
盟
」（
全
政
連
）
を
結
成

し
て
（
２
０
０
０
年
11
月
）
政
界
に
対
す
る

働
き
か
け
を
強
め
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、

彼
ら
の
働
き
か
け
て
い
る
内
容
が
私
達
の
要

求
と
は
全
く
逆
行
す
る
も
の
で
、
出
資
法
の

上
限
金
利
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
貸
金
業
規

制
法
43
条
の
「
み
な
し
弁
済
規
定
」
の
要
件

緩
和
を
当
面
の
運
動
目
標
と
し
て
い
る
。
更

に
将
来
的
に
は
金
利
規
制
そ
の
も
の
の
撤

廃
・
自
由
化
を
目
標
に
し
て
い
る
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

又
、
あ
ろ
う
こ
と
か
一
部
の
学
者
や
官
僚

も
貸
金
業
界
の
動
き
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
る
こ
と
は
無
視
す
る
訳
に
い
か
な
い
。

最
後
に
消
費
者
金
融
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
私
達
は
小
口
・
短
期
の
つ

な
ぎ
資
金
目
的
と
し
て
貸
金
業
の
存
在
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一
方
で
厳

し
い
法
規
制
が
必
要
と
主
張
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
貸
金
業
者
に
は
登
録
だ
け
で
な

く
、
１
店
舗
当
り
１
０
０
０
万
円
以
上
の
営

業
保
証
金
を
積
ま
せ
、
違
法
行
為
に
対
し
て

は
徹
底
し
た
取
締
り
が
必
要
と
さ
れ
る
。
又
、

返
済
能
力
を
超
え
た
貸
付
け
を
禁
止
し
、
連

帯
保
証
に
厳
し
い
制
約
を
加
え
保
証
人
の
悲

劇
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
消
費
者
に
安
易
な
借
金
を
助
長
さ

せ
る
よ
う
な
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
禁
止
す
る
と
共

に
、
銀
行
と
消
費
者
金
融
は
一
体
と
な
っ
て

消
費
者
の
警
戒
心
を
無
く
す
こ
と
に
腐
心
し

て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
が
こ
れ

に
手
を
貸
し
て
い
る
こ
と
も
問
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

生
活
困
窮
者
に
は
消
費
者
金
融
に
代
わ
る

公
的
融
資
制
度
（
無
利
子
ロ
ー
ン
等
）
を
充

実
さ
せ
た
り
公
的
扶
助
が
迅
速
に
利
用
で
き

る
制
度
確
立
が
望
ま
れ
る
。

銀
行
な
ど
一
般
金
融
機
関
は
消
費
者
金
融

へ
貸
付
資
金
を
融
資
す
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
庶
民
に
対
し
て
安
全
な
低
利
融
資
を
実
行

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

高
利
貸
王
国
を
許
さ
ぬ
た
め
に
、警
察
は
違

法
行
為
を
厳
し
く
取
締
り
、政
府
や
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
は
多
重
債
務
者
の
発
生
防
止
と
救
済

に
全
力
を
挙
げ
て
欲
し
い
と
強
く
訴
え
る
。

現
在
中
央
段
階
で
は
、
中
央
労
福
協
を
中

心
に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
（
消
費
者
金

融
）
の
金
利
問
題
を
考
え
る
連
絡
会
議
」

（
代
表
世
話
人
　
弁
護
士
宇
都
宮
健
児
）
を

立
ち
上
げ
、
当
面
、「
出
資
法
の
上
限
金
利

（
29
・
２
％
）
を
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利

（
15
％
〜
20
％
）
ま
で
引
き
下
げ
る
」
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。（
署

名
活
動
は
既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
）
勤
労

者
を
始
め
と
し
て
国
民
的
運
動
の
輪
を
広
げ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

（
本
記
事
は
宇
都
宮
健
児
弁
護
士
の
諒
解

を
得
て
、
講
演
と
当
日
開
場
で
配
布
さ
れ
た

資
料
を
も
と
に
構
成
し
た
も
の
で
す
）

（
文
責
　
原
田
）

消
費
者
金
融
の

正
し
い
在
り
方
と
は

日
本
で
も
金
利
規
制
の
見
直
し
は

始
ま
っ
て
い
る
が
…

（財）
（財）

１
　
弁
護
士
会
の
窓
口

①
　
日
本
弁
護
士
会
連
合
会

電
話
０
３（
３
５
８
０
）９
８
４
１

②
　
長
野
県
弁
護
士
会

電
話
０
２
６（
２
３
２
）２
１
０
４

２
　
司
法
書
士
会
の
窓
口

①
　
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

電
話
０
３（
３
３
５
９
）４
１
７
１

②
　
長
野
県
司
法
書
士
会

電
話
０
２
６（
２
３
２
）７
４
９
２

３
　
　
法
律
援
助
協
会
の
窓
口

①
　
　
法
律
援
助
協
会
本
部

電
話
０
３（
３
５
８
１
）６
９
４
１

②
　
長
野
県
支
部

電
話
０
２
６（
２
３
２
）２
１
０
４

多
重
債
務
問
題
の

相
談
窓
口



Ｑ
１
　
去
年
か
ら
始
め
た
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
に
使
い
た
い
で
す
。

Ｑ
２
　
Ｎ
Ｙ
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
松
井
。
来
シ
ー
ズ
ン

の
成
績
や
結
婚
話
な
ど
注
目
で
す
。

Ｑ
３
　
以
前
、「
い
ぬ
占
い
」
と
い
う
の
を
や
っ

て
み
た
と
こ
ろ
柴
犬
で
し
た
。

Ｑ
４
　
高
校
時
代
。も
っ
と
楽
し
か
っ
た
は
ず
…
。

Ｑ
５
　
わ
か
り
ま
せ
ん
…
。
で
も
常
に
小
さ
な
こ

と
で
も
感
動
で
き
る
人
で
い
た
い
。

Ｑ
６
　
歴
史
の
教
科
書
に
出
て
く
る
人
全
て
。
特

に
織
田
信
長
。

Ｑ
７
　
同
じ
。

Ｑ
８
　
な
し
（
な
り
た
く
な
い
で
す
）

Ｑ
９
　
学
生
の
頃
か
ら
の
友
達
と
遊
ん
で
い
る
時
。

Ｑ
10

知
ら
な
い
（
ご
め
ん
な
さ
い
…
。）

Ｑ
１
　
旅
行
、
ス
ポ
レ
ク
等
娯
楽
に
な
る
か
ナ

Ｑ
２
　
前
原
民
主
党
党
首

Ｑ
３
　
紀
州
犬
で
い
た
い（
真
が
強
く
献
身
的
で
、

反
面
あ
ま
え
上
手
な
と
こ
ろ
の
あ
る
）

Ｑ
４
　
高
校
時
代

Ｑ
５
　
子
供
の
結
婚
、
孫
の
成
長

Ｑ
６
　
父
親
か
ナ
（
あ
り
が
た
い
こ
と
に
母
は
健

在
で
す
）

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
厚
生
大
臣
（
福
祉
医
療
機
関
の
充
実
、
公

害
、
子
育
て
問
題
等
に
と
り
く
み
た
い
）

Ｑ
９
　
家
族
に
囲
ま
れ
多
く
の
友
達
と
、
好
き
な

こ
と
を
し
な
が
ら
健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ

て
い
る
こ
と
に

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
高
退
連
の
催
し
物
・
旅
行

委
員
と
し
て
）

Ｑ
１
　
厄
払
い

Ｑ
２
　
朝
ズ
バ
の
お
天
気
お
姉
さ
ん

Ｑ
３
　
雑
種

Ｑ
４
　
バ
ブ
ル
の
頃

Ｑ
５
　
成
田
空
港
で
サ
ン
ト
ス
を
生
で
見
た
こ
と

Ｑ
６
　
自
分
の
祖
先

Ｑ
７
　
女

Ｑ
８
　
総
理
大
臣
（
１
回
や
っ
て
み
た
い
）

Ｑ
９
　
体
が
冷
え
き
っ
て
い
る
時
の
温
泉

Ｑ
10

知
ら
な
い
（
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
）

Ｑ
１
　
家
族
で
海
外
旅
行
に
行
く

Ｑ
２
　
黒
田
慶
樹
・
清
子
ご
夫
妻

Ｑ
３
　
ち
ょ
っ
ぴ
り
甘
え
ん
坊
な
犬
〝
チ
ワ
ワ
〞

Ｑ
４
　
前
回
の
戌
年
　
24
歳
の
時

Ｑ
５
　
日
々
の
子
供
の
成
長
と
優
し
い
心
づ
か
い

Ｑ
６
　
12
年
後
の
家
族

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
大
蔵
大
臣
（
家
で
財
布
の
口
を
締
め
て
い

る
か
ら
…
）

Ｑ
９
　
ユ
ッ
ク
リ
と
話
し
を
し
な
が
ら
お
酒
を
飲

ん
で
い
る
時

Ｑ
10

知
ら
な
い
（
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
）

Ｑ
１
　
車
を
買
い
た
い

Ｑ
２
　
宮
里
　
藍
さ
ん

Ｑ
３
　
柴
犬

Ｑ
４
　
高
校
生

Ｑ
５
　
結
婚
し
た
時
か
な

Ｑ
６
　
弟
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

記
憶
が
な
い
か
ら

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
内
閣
総
理
大
臣
（
国
を
動
か
せ
る
か
ら
。

も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
国
に
し
た
い
）

Ｑ
９
　
お
風
呂
に
入
る
時
と
お
昼
寝

Ｑ
10

知
ら
な
い

Ｑ
１
　
自
分
に
与
え
ら
れ
た
小
使
い
の
中
で
、
ゴ

ル
フ
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

Ｑ
２
　
田
中
康
夫
長
野
県
知
事

Ｑ
３
　
犬
の
性
格
は
分
ら
な
い
が
、
飼
っ
た
事
の

あ
る
秋
田
犬

Ｑ
４
　
二
人
の
子
供
が
小
学
生
に
な
り
、
希
望
の

職
場
に
転
職
で
き
た
１
９
７
０
年

Ｑ
５
　
長
女
の
誕
生
（
小
さ
な
町
の
助
産
婦
さ
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
産
声
）

Ｑ
６
　
祖
母

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
無
し

Ｑ
９
　
夫
婦
で
協
力
し
合
っ
て
家
事
等
を
し
て
い
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藤
澤
　
奈
々
さ
ん

（
松
本
市
）

高
野
よ
し
子
さ
ん

（
長
野
市
）

重
田
　
嘉
宣
さ
ん

（
佐
久
市
）

松
沢
　
育
実
さ
ん

（
上
田
市
）

北
原
　
由
江
さ
ん

（
伊
那
市
）

土
屋
初
太
郎
さ
ん

（
木
曽
町
）



る
時

Ｑ
10

知
っ
て
い
る（
町
に
福
対
協
が
あ
っ
た
頃
、

物
資
の
取
扱
い
を
し
た
）

Ｑ
１
　
余
生
20
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
生
き

て
い
る
内
に
一
つ
で
も
多
く
の
世
界
遺
産

を
見
学
に
。

Ｑ
２
　
国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長

Ｑ
３
　
ス
ピ
ッ
ツ
と
他
人
は
言
い
ま
す
が
、
自
称

ポ
メ
ラ
ニ
ア
ン

Ｑ
４
　
社
会
人
に
な
っ
て
２
〜
３
年
後
、
つ
ま
り

20
代
前
半
。

Ｑ
５
　
虹
を
上
空
よ
り
見
た
時
と
雲
上
の
日
の
出

を
見
た
時
（
共
に
飛
行
機
内
よ
り
）

Ｑ
６
　
光
源
氏

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
環
境
大
臣
（
き
れ
い
な
水
と
不
自
由
な
く

使
っ
て
生
活
で
き
る
幸
せ
を
国
民
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
節
水
し
て
水
の
少
い
国
に

分
け
て
あ
げ
る
。）

Ｑ
９
　
好
き
な
人
と
意
思
の
疎
通
が
で
き
た
時

Ｑ
10

知
ら
な
い

Ｑ
１
　
使
い
た
い
お
金
が
な
い
。
老
後
が
不
安

Ｑ
２
　
田
中
知
事
（
心
配
な
た
め
）

Ｑ
３
　
駄
犬

Ｑ
４
　
生
ま
れ
た
時

Ｑ
５
　
結
婚
し
た
時

Ｑ
６
　
母
親
と
会
い
た
い

Ｑ
７
　
男

Ｑ
８
　
総
理
大
臣
（
世
の
中
を
替
え
て
、
良
い
国

に
し
た
い
）

Ｑ
９
　
通
帳
に
思
わ
ぬ
金
が
入
っ
た
時

Ｑ
10

知
っ
て
い
る（
飯
田
地
区
労
福
協
副
会
長
）

Ｑ
１
　
老
込
ま
ず
、
若
さ
を
保
つ
た
め
に
お
金
を

つ
ぎ
込
み
ま
す
。

Ｑ
２
　
ゴ
ル
フ
の
宮
里
　
藍
ち
ゃ
ん

Ｑ
３
　
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
目
端
の
き
く
忠
犬

ハ
チ
公

Ｑ
４
　
高
校
時
代
、
も
っ
と
勉
強
し
と
け
ば
良
か

っ
た
。

Ｑ
５
　
自
分
の
結
婚
式

Ｑ
６
　
前
世
の
自
分
に
会
っ
て
話
し
が
し
た
い

Ｑ
７
　
男

Ｑ
８
　
環
境
大
臣（
地
球
温
暖
化
を
救
わ
な
け
れ
ば
）

Ｑ
９
　
主
人
が
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
た
と
き

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
労
働
者
福
祉
協
議
会
、
球

技
大
会
な
ど
主
催
）

Ｑ
１
　
趣
味

Ｑ
２
　
い
な
い

Ｑ
３
　
土
佐
犬

Ｑ
４
　
高
校
時
代

Ｑ
５
　
高
校
の
部
活

Ｑ
６
　
兄

Ｑ
７
　
女

Ｑ
８
　
総
理
大
臣
（
偉
い
か
ら
）

Ｑ
９
　
寝
る
と
き

Ｑ
10

知
ら
な
い
（
全
く
知
り
ま
せ
ん
）

Ｑ
１
　
旅
行
…
京
都
に
行
き
た
い

Ｑ
２
　
杉
村
太
蔵
衆
議
院
議
員
（
何
か
や
り
そ
う

だ
か
ら
）

Ｑ
３
　
〝
チ
ン
〞
…
か
な
!?

Ｑ
４
　
小
学
生

Ｑ
５
　
短
大
に
合
格
し
た
時

Ｑ
６
　
60
歳
に
な
っ
た
自
分

Ｑ
７
　
同
じ
（
男
）

Ｑ
８
　
あ
え
て
言
え
ば
総
理
大
臣
（
特
に
な
し
…

他
が
パ
ッ
と
し
な
い
か
ら
）

Ｑ
９
　
家
で
ボ
ケ
ー
と
し
て
い
る
時

Ｑ
10

知
ら
な
い

Ｑ
１
　
ゴ
ル
フ
!!
今
年
か
ら
始
め
る
つ
も
り
で
す
。

Ｑ
２
　
い
ま
せ
ん

Ｑ
３
　
セ
ン
ト
バ
ー
ナ
ー
ド
（
大
き
い
か
ら
…
）

Ｑ
４
　
今
の
記
憶
の
ま
ま
中
学
生
時
代
。
部
活
動

を
真
面
目
に
や
り
、
勉
強
も
で
き
る
優
等

生
に
な
り
た
い
で
す
。

Ｑ
５
　
二
〇
〇
五
年
夏
に
須
坂
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
た
、
お
笑
い
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
を
最
前

列
の
真
ん
中
で
見
た
こ
と
。

Ｑ
６
　
未
来
の
自
分
（
セ
レ
ブ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
希
望
）

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
総
理
大
臣
（
天
下
を
取
り
た
い
　
）

Ｑ
９
　
休
暇
を
利
用
し
て
海
外
旅
行
に
行
っ
て
い

る
時
で
す
。

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
労
福
協
の
新
聞
を
読
ん
で

ま
す
）

Ｑ
１
　
年
金
暮
し
に
な
る
の
で
厳
し
い
！
で
も
余

裕
が
あ
っ
た
ら
旅
行
で
も
…

Ｑ
２
　
ニ
ー
ト
ン
さ
ん
？
だ
っ
た
か
ナ
ー
、
ホ
ラ

最
愛
の
息
子
を
イ
ラ
ク
戦
争
で
亡
く
し
、

米
大
統
領
ブ
ッ
シ
ュ
の
農
場
近
く
で
、
平

和
を
訴
え
て
い
る
母
親

Ｑ
３
　
野
良
犬
。
平
和
を
愛
し
て
一
筋
に
９
条
を

阻
む
も
の
噛
み
つ
い
た
ら
離
さ
な
い
ワ
ン
！

Ｑ
４
　
「
原
始
時
代
」（「
原
始
女
性
は
太
陽
で
あ

っ
た
」
―
平
塚
ら
い
て
い
―
）

Ｑ
５
　
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
大
イ
ベ
ン
ト
を
成
功

さ
せ
た
時

Ｑ
６
　
金
子
み
す
ず
・
大
塚
博
道
（
歌
手
）
・
本

田
美
奈
子

Ｑ
７
　
男

Ｑ
８
　
モ
チ
ロ
ン
総
理
（
世
界
に
誇
れ
る
憲
法
を

守
り
、
誰
も
が
豊
か
に
暮
せ
る
政
治
を
、

小
泉
劇
場
は
解
散
で
す
）

Ｑ
９
　
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る
時
、
歌
っ
て
い

る
時

Ｑ
10

知
ら
な
い
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安
藤
　
房
子
さ
ん

（
飯
田
市
）

熊
谷
　
　
清
さ
ん

（
飯
田
市
）

竹
花
な
お
え
さ
ん

（
千
曲
市
）

下
枝
　
達
也
さ
ん

（
飯
田
市
）

山
崎
　
哲
司
さ
ん

（
安
曇
野
市
）

倉
石
め
ぐ
み
さ
ん

（
長
野
市
）

角
田
　
篤
子
さ
ん

（
佐
久
市
）



Ｑ
１
　
「
自
分
に
」
と
言
い
た
い
が
、
将
来
の
子

供
の
為
に
ヤ
ッ
パ
リ
預
金
！

Ｑ
２
　
ス
ポ
ー
ツ
界
は
宮
里
　
藍
、
政
界
は
小
泉

首
相
の
後
継
者

Ｑ
３
　
誰
か
が
私
を
「
土
佐
犬
」
に
似
て
る
と
言

っ
た
と
さ
？

Ｑ
４
　
ブ
イ
ブ
イ
言
わ
せ
た
？
若
き
20
代
に

Ｑ
５
　
カ
ワ
イ
イ
我
が
子
が
誕
生
し
た
時
、
最
高

に
う
れ
し
か
っ
た
。

Ｑ
６
　
必
要
は
発
明
の
母
、
エ
ジ
ソ
ン
。
特
許
を

取
得
し
て
ウ
フ
フ
。

Ｑ
７
　
同
じ
（
男
）

Ｑ
８
　
内
閣
総
理
大
臣
（
夢
は
大
き
く
、
初
夢
？
）

Ｑ
９
　
温
か
〜
い
温
泉
に
入
り
、
そ
の
後
の
一
杯

が
最
高
で
す

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
エ
!?
当
然
で
す
！
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

Ｑ
１
　
国
内
旅
行
（
温
泉
め
ぐ
り
）

Ｑ
２
　
小
泉
純
一
郎

Ｑ
３
　
柴
犬

Ｑ
４
　
20
代
は
希
望
を
持
っ
て
楽
し
か
っ
た

Ｑ
５
　
長
男
を
出
産
し
た
時

Ｑ
６
　
亡
く
し
て
７
年
経
つ
主
人
に
会
い
た
い
で
す

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
無
し

Ｑ
９
　
自
分
の
年
金
で
８
年
間
。
主
人
が
亡
く
な

り
多
い
方
を
と
遺
族
年
金
に
変
り
ま
し
た

が
、
主
人
は
私
よ
り
永
く
勤
め
て
い
た
た

め
に
年
金
額
が
多
い
こ
と
。
自
分
の
年
金

で
苦
し
い
生
活
を
考
え
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
耳
に
は
し
て
い
た
が
、
内

容
は
知
ら
な
い
）

Ｑ
１
　
で
き
れ
ば
全
国
一
人
旅
が
し
た
い

Ｑ
２
　
小
泉
さ
ん
と
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
…
い
つ
そ
の

力
が
崩
壊
し
て
い
く
か
？
逆
の
意
味
で
注
目

Ｑ
３
　
雑
種
…
大
し
た
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
け

っ
こ
う
し
た
た
か
に
生
き
て
い
る

Ｑ
４
　
大
学
生
時
代
…
楽
し
さ
も
苦
し
さ
も
切
な

さ
も
、
ま
さ
に
青
春
ま
っ
た
だ
中
だ
っ
た

Ｑ
５
　
妻
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
教
え
子
が
励
ま
し

に
来
て
く
れ
た
こ
と

Ｑ
６
　
亡
く
な
っ
た
妻
。
教
師
と
し
て
の
生
き
方

を
教
え
て
く
れ
た
先
輩
教
師
の
Ｋ
先
生

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
外
務
大
臣
（
ア
ジ
ア
外
交
を
重
視
し
、
国

際
平
和
を
世
界
に
訴
え
た
い
）

Ｑ
９
　
教
え
子
が
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
見
な
が

ら
、
一
緒
に
飲
め
る
時

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
組
合
な
ど
で
話
を
聞
い
た

こ
と
あ
り
）

Ｑ
１
　
夫
婦
で
の
ん
び
り
旅
行
を
し
た
い
で
す
ネ

Ｑ
２
　
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
宮
里
　
藍
チ
ャ
ン

Ｑ
３
　
や
は
り
か
わ
い
い
、
ス
ピ
ッ
ツ
か
な
!!

Ｑ
４
　
高
校
時
代

Ｑ
５
　
宝
く
じ
で
３
０
０
０
円
当
っ
た
事
で
す

Ｑ
６
　
福
沢
諭
吉
様
（
も
っ
と
お
札
が
回
っ
て
く

る
様
に
）

Ｑ
７
　
男

Ｑ
８
　
自
治
大
臣
（
地
方
の
経
済
、
暮
ら
し
が
非

常
に
気
に
な
る
か
ら
）

Ｑ
９
　
仕
事
が
終
わ
り
、
夕
方
一
杯
や
る
時
で
す
ヨ

Ｑ
10

知
っ
て
い
る（
よ
く
利
用
し
て
い
る
か
ら
）

Ｑ
１
　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
観
戦
に
…
と
言
い
た
い
の

で
す
が
、
実
現
は
む
ず
か
し
そ
う
で
す
。

Ｑ
２
　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
日
本
代
表
に
誰
が
選
出

さ
れ
る
か
を
注
目
し
て
い
ま
す

Ｑ
３
　
我
が
家
に
い
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
ト
リ
バ
ー

（
彼
が
僕
に
似
て
い
る
の
か
も
）

Ｑ
４
　
や
り
直
す
と
い
う
よ
り
は
、
楽
し
か
っ
た

中
学
生
時
代
を
も
う
一
度
味
わ
い
た
い

Ｑ
５
　
月
並
み
で
す
が
、
子
供
の
誕
生
で
し
ょ
う
か

Ｑ
６
　
子
供
の
頃
の
妻
（
ど
ん
な
子
供
だ
っ
た
か

見
て
み
た
い
）

Ｑ
７
　
女
性

Ｑ
８
　
農
林
水
産
大
臣
（
日
本
の
競
馬
界
発
展
を

願
う
一
競
馬
フ
ァ
ン
と
し
て
は
こ
れ
か
な

…
と
）

Ｑ
９
　
時
間
を
気
に
せ
ず
寝
ら
れ
る
時
と
、
満
腹

に
な
る
ま
で
食
べ
て
い
る
時
…
か
な

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
同
じ
建
物
で
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
）

Ｑ
１
　
自
分
の
趣
味

Ｑ
２
　
小
泉
首
相

Ｑ
３
　
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル

Ｑ
４
　
高
校
生
の
頃

Ｑ
５
　
一
番
最
初
に
服
が
売
れ
た
こ
と

Ｑ
６
　
聖
徳
太
子

Ｑ
７
　
男

Ｑ
８
　
文
部
科
学
大
臣
（
教
育
改
革
・
・
・
な
ん

ち
ゃ
て
）

Ｑ
９
　
眠
る
前

Ｑ
10

知
ら
な
い
（
？
？
？
）

Ｑ
１
　
平
成
17
年
新
築
し
ま
し
た
の
で
、
家
電
を

買
お
う
か
ナ
？

Ｑ
２
　
イ
チ
ロ
ー

Ｑ
３
　
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド
（
足
が
短
く
胴
長
＝
自

分
の
感
じ
）

Ｑ
４
　
高
校
生

Ｑ
５
　
住
宅
生
協
と
出
会
っ
た
こ
と

Ｑ
６
　
18
才
の
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

Ｑ
７
　
同
じ

Ｑ
８
　
総
理
大
臣
（
一
番
が
大
好
き
）

Ｑ
９
　
ビ
ー
ル
が
お
い
し
く
飲
め
る
時

Ｑ
10

知
っ
て
い
る
（
よ
く
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
）
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山
岸
　
重
美
さ
ん

（
佐
久
市
）

笠
原
美
恵
子
さ
ん

（
上
田
市
）

丸
山
　
　
稔
さ
ん

（
長
野
市
）

丸
山
　
嘉
幸
さ
ん

（
池
田
町
）

古
藤
　
篤
史
さ
ん

（
長
野
市
）

・
・

村
石
　
純
一
さ
ん

（
上
田
市
）

柳
沢
　
千
夏
さ
ん

（
筑
北
村
）
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今
か
ら
４
０
０
年
前
、
日
本
の
人
口

は
１
２
０
０
万
人
強
で
あ
っ
た
。
幕
府

や
地
方
の
大
名
は
戦
乱
を
乗
り
越
え

て
、
産
業
、
交
通
、
通
信
等
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
60
年
に
及
ぶ
高
度
成
長
期
を

達
成
し
た
も
の
の
、
こ
の
間
、
国
民
の

寿
命
は
40
歳
か
ら
60
歳
に
伸
び
、
人
口

の
高
齢
化
と
停
滞
を
招
き
不
況
へ
と
局

面
は
変
る
。

江
戸
期
の
平
均
寿
命
は
50
年
と
言
わ

れ
た
が
、
こ
れ
は
幼
少
期
に
病
死
し
た

子
供
が
多
か
っ
た
為
で
、
実
際
に
は
50

歳
で
隠
居
し
、
70
〜
80
歳
ま
で
生
き
た

人
も
大
勢
い
た
よ
う
だ
。

農
家
も
商
家
も
代
を
譲
る
時
に
は
、

相
当
の
隠
居
料
を
手
に
し
、
余
生
を
楽

し
く
過
ご
す
層
も
あ
っ
た
一
方
で
、
貧

し
い
人
達
も
多
く
暮
ら
し
不
如
意
で
結

婚
出
来
な
い
、
結
婚
し
て
も
子
供
を
育

て
ら
れ
な
い
階
層
が
50
％
近
く
に
達
し

た
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
代
は
水
子
（
生

ま
れ
た
赤
子
を
川
に
流
す
）
も
多
く
発

生
し
て
い
る
。

そ
し
て
少
子
高
齢
化
が
ひ
と
た
び
始

ま
る
と
長
期
化
し
、
人
口
は
３
千
万
人

で
１
５
０
年
間
固
定
し
た
と
推
計
す
る

見
方
が
あ
る
。

隠
居
仕
事
と
称
し
て
、
世
の
た
め
人

の
た
め
に
尽
く
す
人
（
現
代
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
も
少
く
な
か
っ
た
。
江
戸
時

代
を
支
え
た
の
は
、
高
い
〝
文
化
〞
と

〝
武
士
道
〞（
大
義
に
生
き
る
）
と
〝
儒

教
思
想
〞
だ
っ
た
。
果
た
し
て
現
代
の

「
高
齢
社
会
」
で
は
ど
ん
な
「
文
化
」

や
「
倫
理
」
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
の
か
。「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
は
目

の
前
に
迫
っ
て
い
る
。

（
原
）

立
町
か
ら

ヒント：年明け恒例行事
A～Fの文字を並びかえてできる言葉が答えです。

○
○
半
島

坂
井
・
本
城
・
○
○
の
３
村
で
筑
北
村

星
よ
り
明
る
い

全
労
済
に
も
あ
る
「
○
○
医
療
共
済
」

地
図
で
は
上

結
婚
当
初

三
重
県
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ

５
月
の
雅
語

一
富
士
二
鷹
三
茄
子
は
初
○
○

大
宅
壮
一
は
か
つ
て「
一
億
総
○
○
化
」と
称
し
た

ハ
ワ
イ
の
代
表
的
着
衣

和
紙
・
布
を
張
っ
た
戸

安
産

懲
り
て
厚
も
の
を
ふ
く

「
畝
」
と
書
く

馬
に
引
か
せ
る

２
０
１
４
年
の
干
支

馬
を
使
っ
て
す
る
耕
作

「
流
浪
の
○
○
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

「
○
○
の
勢
い
」

ニ
ゴ
リ
を
無
く
す
こ
と

一
家

住
宅
生
協
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
頼
む
な
ら
ま
ず
こ

こ
か
ら

１
月
の
雅
語

「
○
○
の
箱
船
」

元
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
ラ
イ
ト
・
フ
ラ
イ
級
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
○
○
○
○
勝
男

家
来
の
こ
と

こ
れ
は
乗
り
た
く
な
い

「
高
温
○
○
」

恩
師

軽
井
沢
は
こ
こ

「
記
号
は
Ｐ
」「
原
子
番
号
は
15
」
の
元
素

そ
の
時
ど
き
の
思
い
つ
き

七
輪
も
こ
の
一
つ

足
の
裏

意
見
・
要
望
は
こ
こ
へ

「
○
○
に
構
え
る
」

プ
ロ
も
初
め
は
こ
れ
だ
っ
た

正
月
は
「
○
○
○
駅
伝
」
で
し
ょ
う

油
煙

「
○
○
○
○
と
殿
様
」

「
美
し
」
と
書
く

こ
れ
で
作
っ
た
タ
ン
ス
は
最
高

労
働
金
庫
の
「
お
手
軽
ク
ン
」
は
○
○
○
○
ロ

ー
ン

「
○
○
斉
彬
」
は
江
戸
末
期
の
薩
摩
藩
主

ゴ
ル
フ
の
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト

「
○
ー
○
商
品
」
は
安
心
・
安
全
の
代
名
詞

「
○
○
に
置
け
な
い
」

ラ
イ
ト

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は
表
紙

に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
誌
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
を
忘
れ

ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五

名
の
方
に
図
書
券（
一
〇
〇
〇

円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
　
２
月
20
日

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

タ
テ
の
キ
ー

ヨ
コ
の
キ
ー

２４９12141517182022232527293031343536

ご家族で楽しむ　クロスワード
1 2 3 4 5 776 8

9 10 11 12 13

11 1514

16 18 19 20 21

2322 24

25 26 27 28

29 30 31 32

33 34 35

36 37 38 39 40

41 42 43

44

16 17

B

A

C

FE

D

3739414244１２３５６７８10111316192122232426283032333738404143

前回の正解は「勤労感謝」

当選者（5名）（敬称略）

北沢　大輔（長野市）

島田喜美雄（長野市）

関　　史彦（大町市）

輪湖世津子（松本市）

松野富美恵（飯田市）




